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１．単元デザイン  

 
  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

２．単元で育成する資質・能力 

①生きて働く「知識・技能」 

・起こり得る場合を調べる技能 

・起こり得る場合を順序よく整理するために、図や表などを適切

に用いる知識・技能 

②未知の情報にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」 

・事象の特徴に着目し、観点を決めて、簡潔・明瞭・的確に調べよ

うとする力。 

③「学びに向かう力・人間性等」 

・多様な考えを検討することで、それぞれのよさに気付いたり、よりよ

いものを求めて粘り強く考えたりしようとする態度。 

・分類整理したことを、日常事象の問題解決に適用しようとする態度。 

落ちや重なりが生じないように、規則に従って正しく並べたり、

整理して見やすくしたりして、誤りなく全ての場合を明らかにす

るために、図や表などを適切に用いることができるようにする。 

落ちや重なりなく調べるためには、図や表などに整理して表すこ

とが有効に働く。あるものを固定して順序よく整理して考えていく

ことで、思考や表現を工夫したり、筋道を立てて考えたりしていくこ

とができるようにする。また、どのような場合に落ちや重なりがない

といえるのかを、根拠を明確にして判断できるようにする。 

 思いつくままに並べていくのでは「落ち」や「重なり」が生じる困り感

のある課題を取り上げることで、分類整理して考える必要感をもたせる。

さらに分類整理して考えたことで、効率よく問題解決ができるという経験

を積むことで、学校での学びと日常とのつながりを感じられるようにした

い。 

単元の主張 

起こり得る場合を列挙して調べるときには、集合の要素を記号で表したり、実際に樹形図や表などを書いたりす

る作業的・体験的な活動を通して、それらの表現の工夫のよさを実感させ、「分類整理」して考える能力を伸ばして

いくことが大切である。「分類整理」して考えたり、落ちや重なりがないように「場合をつくして」考えたりすると

いうことは、物事を合理的に処理していくときの基本ともなる。どのように考えたら「場合をつくした」といえる

のか、見方を決めて効率よく考えようとする態度を養うとともに、多様な考えに触れ、それぞれのよさに気付ける

ようにしていきたい。 

①② 

○ものの並べ方について起こり得る

場合を、落ちや重なりなく調べて説

明すること 

本 時（②） 

・落ちや重なりが出ないようにするた

めに観点を決めて図や表を用いて工

夫し、落ちや重なりなく全て列挙し

ていることを説明する。 

③ 

○樹形図や表の有用性の感得 

・並べ方を考える場面を身近な事象か

ら見付け、実際の問題解決のために

分類整理して考える。 

④ 

○２種類のものを幾つかとって並べる

場合の簡潔な調べ方 

・２種類のものを幾つか取って並べる場

合を、図や表などを用いて簡潔に調べ

る。 

⑤⑥ 

○組み合わせについて起こり得る場合

を、ものの並べ方の場合の調べ方を用

いて筋道立てて調べて説明すること 

・組み合わせについて起こり得る場合

を、図や表などを用いて筋道立てて調

べる。 

⑦ 

○不確定な事象の起こりやすさの考察 

・直観的に「起こりやすい」と感じてい

るものを数学的に捉えなおし、分類

整理することで、「なぜ起こりやすい

のか」を根拠をもって説明する。 
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〇本時の主旨 

 本時までに、樹形図や表に表す経験は積ん

でいるが、実際に求めた「○通り」が本当に

落ちや重なりがなく「場合をつくして」考え

られたものなのかを確かめることで、観点を

決めて表や図に表すことの良さを理解する

ことができると考える。 

 本時では、思いつくままに列挙していくだ

けでは落ちや重なりが生まれる場面を導入

とし、観点を決めて表や図に整理すること

で、明瞭・的確に表現できることのよさを児

童が感じられるようにしていく。求めた「何

通り」が場合をつくして考えられたものなの

かを、根拠を明確にしながら児童が説明でき

るようにしていく。観点を決めることで、物

事を効率よく処理できることのよさに気付

けるようにする。 

 

 

○日常場面の実験の観察 

じゃんけんを２回したときの「勝ち」と「負け」の

出方を、実際にじゃんけんをすることで、どんな出方

があるかを確かめる。（４通りを整理せずに列挙する）

また、このときに「〇勝〇敗」という勝敗のパターン

と、「〇〇」（勝ち-勝ち）という勝ち負けの出方の

違いについてもおさえておく。  

次に、続けて４回したときの「勝ち」と「負け」の

出方を予想していくが、思いつくまま列挙していくの

では落ちや重なりが生まれることが予想される。落ち

なく何通りあるかを調べるには、どのように整理して

調べるとよいかと、問いを焦点化していく。 

 

 

○観点を決めた考察 

 じゃんけんの勝敗の出方を思いつくままに並

べていくのでは、落ちや重なりが生じてしまう。

じゃんけんの「勝ち」「負け」という事象の特徴

に着目して樹形図に表したり、〇勝〇敗」と勝敗

のパターンに着目し、それぞれの出方を考えたり

するなど、工夫して数えることのよさを共有す

る。 

 

 

○「場合をつくした列挙」の考察・吟味 

 樹形図や書き出しで求めた１６通りが、本当に「場合をつくして」

考えられたものなのかを、一つひとつじっくり観察し考えていく。

一見、樹形図は簡潔に表すことができ便利なものと感じるが、樹形

図を見ただけではどのような勝ち・負けの出方があるのか、またど

のように観点を決めて考えたのかは分かりづらい。そこで書き出し

の考えを見ていくと、「〇勝〇敗」と勝敗に着目したり、「勝ち」

と「負け」という事象の構造に着目したりして効率よく考えている

ことが分かる。それぞれの考えで、どのように説明をすれば「落ち」

や「重なり」がないといえるのかを、検証しながら確かめることで、

場合をつくして考えるとはどのようなことなのかを、子どもたちが

感じられるようにしていく。表現の仕方の違いや良さに着目するの

ではなく、それぞれの表現の中に共通してある「観点を決めて考え

る」という見方・考え方に児童が気付き、これからの問題解決にど

のように生かしていけるかをまとめていく。 

本時目標 順列について、落ちや重なりがないように明瞭・的確に調べる方法について考えている。 

 

１⃣実験の観察から、起こり得る場合について考える。 ２⃣表や図に表して、起こり得る場合を整理する。  ３⃣考えを振り返り、検証する。 

本時で働かせる数学的な見方・考え方  事象の特徴に着目し、起こり得る場合を落ちや重なりのないように、観点を決めて効率よく調べる。 


